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➢ 2023年度の宿泊税収額は、水際措置の終了や新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う観光客の増加により、大幅に増加
➢ 宿泊者数の構成比を見ると、免税点未満等の割合が年々減少し、100円の税率の占める割合が増加傾向

（千円）

宿泊税収額 （単位：千円）

税率区分 H29

（2017）
H30

（2018）
R1

（2019）
R2

（2020）
R3

（2021）
R4

（2022）
R5

（2023）
100円 379,601 377,879 869,451 176,970 235,281 742,301 1,697,390

200円 198,260 185,879 171,303 43,745 41,769 144,118 380,662

300円 193,143 192,681 196,823 63,437 62,572 173,575 432,141

計 771,003 756,439 1,237,577 284,384 351,251 1,059,994 2,510,193

宿泊税収構成比

税率区分 H29

（2017）
H30

（2018）
R1

（2019）
R2

（2020）
R3

（2021）
R4

（2022）
R5

（2023）
100円 49.23% 49.95% 70.25% 62.28% 69.28% 70.03% 67.62%

200円 25.71% 24.57% 13.84% 15.39% 12.30% 13.60% 15.16%

300円 25.05% 25.47% 15.90% 22.32% 18.42% 16.38% 17.22%

計 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
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宿泊者数 （単位：人）

税率区分 H29

（2017）
H30

（2018）
R1

（2019）
R2

（2020）
R3

（2021）
R4

（2022）
R5

（2023）
免税点未満等 21,221,830 24,932,220 28,045,435 9,707,760 13,842,008 20,916,465 25,992,126

100円 3,796,007 3,778,788 8,694,507 1,769,697 2,352,810 7,423,009 16,973,898

200円 991,300 929,393 856,514 218,725 208,846 720,592 1,903,311

300円 643,809 642,271 656,077 211,455 208,572 578,582 1,440,470

計 26,652,946 30,282,672 38,252,533 11,907,637 16,612,236 29,638,648 46,309,805

宿泊者数構成比

税率区分 H29

（2017）
H30

（2018）
R1

（2019）
R2

（2020）
R3

（2021）
R4

（2022）
R5

（2023）
免税点未満等 79.62% 82.33% 73.32% 81.53% 83.32% 70.57% 56.13%

100円 14.24% 12.48% 22.73% 14.86% 14.16% 25.05% 36.65%

200円 3.72% 3.07% 2.24% 1.84% 1.26% 2.43% 4.11%

300円 2.42% 2.12% 1.72% 1.78% 1.26% 1.95% 3.11%

計 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
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参考：宿泊税制度を導入している他団体の制度(2024年5月時点)
東京都 京都市 金沢市 倶知安町 福岡県 長崎市

実施時期 2002年10月 2018年10月 2019年4月 2019年11月 2020年4月 2023年4月

対象施設 ホテル、旅館 ﾎﾃﾙ、旅館、簡宿、
民泊

ﾎﾃﾙ、旅館、簡宿、
民泊

ﾎﾃﾙ、旅館、簡宿、
民泊

ﾎﾃﾙ、旅館、簡宿、
民泊

ﾎﾃﾙ、旅館、簡宿、
民泊

税率

・宿泊料金の２％
（定率）

宿泊料金 税率 宿泊料金 税率 宿泊料金 税率 宿泊料金 税率 宿泊料金 税率
１～1.5万

円 100円 ～２万円 200円 ～２万円 200円 福
岡
市

～２万円 200円
(うち県税50円) ～１万円 100円

1.5万円～ 200円 ２～５万円 500円 ２万円～ 500円 ２万円～ 500円
(うち県税50円) １～２万円 200円

５万円～ 1,000円
北
九
州
市

一律 200円
(うち県税50円) ２万円～ 500円

上
記
以
外

一律 200円
(全額県税)

免税点 1万円未満 なし なし なし なし なし

課税免除 なし 修学旅行生等 なし 修学旅行生等、
職場体験者 なし

修学旅行生等、
宿泊を伴う

スポーツ大会・
文化大会

税収額

※R5は最終
予算額

Ｒ元：27.1億円
Ｒ２： 0.9億円
Ｒ３： 2.5億円
Ｒ４：15.8億円
Ｒ５：41.6億円

Ｒ元：42.0億円
Ｒ２：12.9億円
Ｒ３：16.3億円
Ｒ４：30.5億円
Ｒ５：47.5億円

Ｒ元：7.7億円
Ｒ２：4.2億円
Ｒ３：4.9億円
Ｒ４：7.8億円
Ｒ５：7.1億円

Ｒ元：1.8億円
Ｒ２：0.5億円
Ｒ３：0.7億円
Ｒ４：2.4億円
Ｒ５：5.0億円

（福岡県の税収額）
Ｒ２： 6.2億円
Ｒ３： 8.9億円
Ｒ４：13.1億円
Ｒ５：13.9億円 Ｒ５：3.7億円

特徴的な
使途

・宿泊施設等の
バリアフリー化

・MICE誘致活動

・市バス混雑対策
・文化振興、
景観保全

・無電柱化

・無電柱化
・迷惑行為の
防止活動

・高齢者の
買い物支援

・域内交通網の整備
・環境保全
・新幹線を意識
したまちづくり

・旅行商品造成支援
・市町村に対する財政支援

・旅行商品造成支援
・Free-Wi-Fi整備



参考：宿泊実態に関する調査について
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➢ 宿泊税を活用した観光振興施策の実施にあたり、その財源となる宿泊の実態を調査・把握するための調査を実施中。
➢ 調査結果については、６月中旬に中間とりまとめ、７月中旬に最終とりまとめを行う予定。

項目 内容

✓ 業務名称 宿泊実態に関する調査業務

✓ 契約期間 令和６年４月１１日～令和６年７月１６日

✓ 調査対象施設 大阪府内の宿泊施設 約8,500施設
① 旅館業法上の営業許可施設（ホテル、旅館、簡易宿所）
② 国家戦略特区外国人滞在施設経営事業の特定認定施設（特区民泊施設）
③ 住宅宿泊事業法における住宅宿泊事業の実施に係る届出施設（新法民泊施設）

✓ 調査項目 令和３年４月～令和６年３月までの以下の項目
① 延べ宿泊者数
② ①のうち、外国人延べ宿泊者数
③ ①のうち、価格帯毎の延べ宿泊者数（年間及び月間毎）
④ 平均宿泊単価（年間及び月間毎）
⑤ 修学旅行生の受入数
⑥ ⑤のうち、価格帯毎の延べ宿泊者数（年間及び月間毎）
⑦ 修学旅行生の平均宿泊単価（年間及び月間毎）
⑧ その他、宿泊に関する必要な項目

✓ 今後のスケジュール 令和６年６月１０日 宿泊施設の回答期限
令和６年６月１２日 調査結果（中間報告）
令和６年７月１０日 調査結果（最終報告）

※今後のスケジュールは変更の可能性あり


